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I. 一 般 演 題

1)老年期痴呆患者の両側鈎問距離
-MRIによる検討-

羽生 春夫･杉山 壮
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老年期痴呆患者の側頭葉内側面の萎縮を簡便に評価す

した.-r'Jいソ′､1'て-型痴呆の釣間距離は3/i.2±2.3mm

で,脳血管性痴呆の 29.5±2.7mlll,経常老午者の 26.()

±2.3mm に比し有意な拡人がん̀iT-'わた.特に健常老年

者とは1例のオーーバ-ラ､リブもなく完全に鑑別可能であ---､

た.脳血管性痴呆やその他の痴呆患者 いミ-キンソン病,

正常圧水頭症,-･′しベ-1.脳炎,低酸素性脳症)でも鈍間

距離は健常老年者に比 し拡大傾向を示 した.釣間距離の

測定は海馬,海馬傍回.扇桃休などの萎縮を間接的に評

価で章.適性な水平断層が得られ測定すべきスニラでス面

討かLI)老年期痴呆患者の診断,殊に7'′Lリ-,(て一一型痴

に適すると考 えl二･一れた.

21Tolosa-Hunt症候群の MR工
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近年 Tolos 計 H unt症候群 (以下 THS)を海綿静脈

洞に限局した trueTHSと,副鼻腔炎等を伴った THS

rヽariantに分類する傾向にある.我 々は2例の ′rHS

(内 1例は生検で肉芽腫を確認)を経験 しその MRI像

について検討した.症例 l:68才93性_経過中転移性膝

壕も否定 しえず.また Steroidに対する反応も乏 しく,

開頭生検を行い肉芽腫であることを確認,その後脳神経

症状は徐々に改善.症例2:59才女性.典型的な脳神経

症状は Stet･oidiこ良く反応 し全快.11Lr二2例上も MRI

では蝶形骨洞炎を伴っていることが判明した.

症例lは Stcroidの署効しない症例で,画像上も THS

var･iantであったが.組織学的に trueTHS を証明し

えた症例であり,症例2は症状経過か吊まtrueTHSで

画像上で THSを tru(,Ivariantと分校するより MRI

を詳細に検討 して副鼻腔炎が合併 しているかどうかを確

認 し,その結果を治療に反映すべきと考えr'Jllた.

また THSで海綿静脈洞部かllI'直接組織確認を行え

た症例は少なく,我々が渉猟 しえた範囲では12例Lr''うんで

ある.またこの車で MRlの報告があるのは我々の症

例cI)んであり.資重な'r--Lと考え王､)れ報告Lた.

3)PostcrioI･scleritisの CT所見
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古津 哲哉 (新潟大学放射線科)

Posteriorscleritis(∫上下 PS)は,1902年に Fuehs

により初めて報合された後部強膜の炎症性疾患の総称で

あるが,その後の報告例 も少な く比較的稀な疾患 と

考え吊1ていた.しかし超音波やX線Crにより後部強膜の
病変が直接描.LIJ.さかるようになり.報告例が増加しこれ
i､l検査法の重要性が認識さ,11てきている.今回我々は PS

と診断された2症例に1き(T 所見を1'tpl心に墨示し.

idjopathicil･lflammとltOrl･1Orbitalpseudotumor圧入下

PsTlとの関連性に--)き検討を加えた. 1例は造影効果

を示す後部強膜の肥厚を示し,fS に特徴的といわ打ている

所針でありた.他のl例甘多彩な眼嵩内の所見を示し.PsT

i),眼科的に捉えられるものであると考えL▲-.'かた .

41蝶形fj1･洞部脊索腫の MRI所見

増田 浩･外山 字
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症例 :55歳男性,振視で発症.左嘆覚低下.左動眼神

経不全麻輝.左外転神経麻埠を認札 頭蓋単純写で 卜′し

コ鞍･-斜台骨非薄化を, 卜,しこ1鞍断層撮影で後床突起-･

れ bonewindow で斜台骨破壊著明.内部(こ点状の石

灰化像あり.MRIで内部が不均一な Tl.T2の延長


